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津
田
正
太
郎
君
学
位
請
求
論
文
審
査
報
告

１
．
論
文
の
目
次
と
構
成

　

本
論
文
は
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
と
の
関
係
性
に

焦
点
を
合
わ
せ
、
主
に
理
論
的
な
観
点
か
ら
考
察
を
行
う
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
る
。
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
、
各
々
に
関

す
る
理
論
や
モ
デ
ル
は
、
む
ろ
ん
現
実
の
問
題
と
関
連
し
な
が
ら
実

に
多
様
か
つ
複
雑
な
道
筋
を
た
ど
っ
て
展
開
し
て
き
た
。
本
論
文
は
、

既
存
研
究
を
十
分
参
照
し
な
が
ら
も
、
独
自
の
視
点
か
ら
ナ
シ
ョ
ナ

リ
ズ
ム
と
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の
関
係
性
に
関
し
て
理
論
的
考
察
を
試
み

た
労
作
で
あ
る
。

　

本
論
文
の
前
半
部
で
は
、
両
者
の
関
連
を
中
心
に
既
存
研
究
に
関

し
て
、
時
代
的
か
つ
社
会
的
な
背
景
も
視
野
に
収
め
な
が
ら
体
系
的

な
整
理
が
試
み
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
作
業
は
、
事
例
研
究
に
と
っ
て

有
益
な
理
論
枠
組
み
の
提
示
へ
と
接
続
す
る
も
の
で
あ
る
（
津
田
君

自
身
、
す
で
に
英
国
の
Ｂ
Ｂ
Ｃ
の
歴
史
的
発
展
と
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム

の
問
題
に
関
し
て
い
く
つ
か
の
論
考
を
著
わ
し
て
い
る
）。

　

後
半
部
で
は
、
こ
の
理
論
的
問
題
に
関
し
て
、
あ
え
て
規
範
的
観

点
か
ら
、
特
に
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。
す
な
わ

ち
、
い
か
な
る
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
が
肯
定
的
あ
る
い
は
否
定
的
に
評

価
さ
れ
る
べ
き
か
と
い
う
問
題
に
ま
で
踏
み
込
ん
で
考
察
を
行
っ
て

い
る
。
た
だ
し
、
そ
の
際
も
あ
く
ま
で
も
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の
機
能
と

の
関
連
が
中
心
に
据
え
ら
れ
て
い
る
。

　

本
論
文
の
構
成
と
目
次
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

　

序　

章　

�「
彼
ら
」
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
か
ら
「
わ
れ
わ
れ
」
の

ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
へ

　

第
１
章　

�

近
代
化
論
に
お
け
る
「
革
命
な
き
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
」

の
肯
定
│
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
発
展
論
と
そ
の
「
政

治
的
な
も
の
」
の
欠
落
に
つ
い
て
│

　

第
２
章　

�

社
会
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
論
に
お
け
る
ナ
シ
ョ
ナ

リ
ズ
ム
観
│
相
互
理
解
の
促
進
と
排
他
性
の
ジ
レ
ン

マ
│

　

第
３
章　

�

ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
概
念
の
再
検
討
│
理
念
的
／
認
識
的

ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
│

　

第
４
章　

�
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
は
肯
定
で
き
る
か
│
差
異
の
（
不
）

可
視
化
と
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
│

　

第
５
章　

�

ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
は
福
祉
を
促
進
し
う
る
か
│
政
策
形
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成
過
程
に
お
け
る
言
説
と
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の
役
割
│

　

第
６
章　

�

同
胞
を
疑
う
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
│
国
民
共
同
体
の
物
語

と
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
│

　

第
７
章　

�

マ
ス
メ
デ
ィ
ア
は
い
か
に
連
帯
を
構
築
す
る
の
か
│
共

感
原
理
の
可
能
性
と
危
険
性
│

　

第
８
章　

�
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
排
他
性
は
い
か
に
緩
和
さ
れ
る
か

│
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
の
民
主
主
義
的
拡
張
と
マ
ス
メ

デ
ィ
ア
│

　

補　

論　

�

冷
戦
期
米
国
の
マ
ス
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
研
究
に
お

け
る
宣
教
師
的
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
│
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の

影
響
に
関
す
る
言
説
と
そ
の
政
治
的
文
脈
│

２
．
論
文
の
概
要

　

次
に
、
本
論
文
の
概
要
に
つ
い
て
、
各
章
ご
と
に
述
べ
て
み
る
。

　

序
章
「『
彼
ら
』
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
か
ら
『
わ
れ
わ
れ
』
の
ナ

シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
へ
」
で
は
、
本
論
文
の
基
本
的
な
視
座
が
提
示
さ
れ

て
い
る
。
な
か
で
も
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
批
判
が
ど
の
よ
う
な
視
点

か
ら
こ
れ
ま
で
行
な
わ
れ
て
き
た
か
と
い
う
問
題
関
心
は
、
本
論
文

の
出
発
点
に
位
置
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
い
く
つ
か
の
留
保
条
件
を

付
し
な
が
ら
も
、
津
田
君
は
「
国
民
共
同
体
（nation

）
を
基
盤
と

す
る
連
帯
を
肯
定
す
る
立
場
」
を
採
用
す
る
こ
と
を
宣
言
す
る
（
六

頁
）。
ま
た
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
と
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
つ
い
て
は
、

「
独
立
変
数
的
に
社
会
に
影
響
を
与
え
て
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
喚
起

す
る
」
の
で
は
な
く
、「
社
会
的
な
文
脈
や
権
力
関
係
の
中
に
置
か

れ
た
存
在
」
と
し
て
位
置
づ
け
る
こ
と
が
明
言
さ
れ
て
い
る
（
九

頁
）。
従
っ
て
、
既
存
の
メ
デ
ィ
ア
効
果
・
影
響
論
は
、
本
論
文
で

は
批
判
的
な
観
点
か
ら
論
じ
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　

同
時
に
本
論
文
の
も
っ
と
も
基
本
的
な
概
念
で
あ
る
、「
国
民
共

同
体
」
に
関
す
る
理
論
的
な
整
理
も
試
み
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、

領
土
、
政
治
体
制
、
文
化
、
言
語
な
ど
の
「
客
観
的
要
素
」
と
個
々

の
成
員
の
帰
属
意
識
と
い
う
「
主
観
的
要
素
」
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

　

第
１
章
「
近
代
化
論
に
お
け
る
『
革
命
な
き
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
』

の
肯
定
」
で
は
、
一
九
五
〇
年
代
か
ら
六
〇
年
代
に
か
け
て
近
代
化

論
の
観
点
か
ら
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の
役
割
を
論
じ
て
い
た
「
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
発
展
論
（com

m
unication�and�developm

ent

）」

に
関
す
る
検
討
が
行
わ
れ
て
い
る
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
発
展
論

は
、
マ
ス
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
発
達
が
開
発
途
上
国
の
人
び
と

の
間
に
「
共
感
能
力
（em

pathy

）」、
さ
ら
に
は
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ア

イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
育
む
が
ゆ
え
に
、
国
民
国
家
の
形
成
や
社
会
の

近
代
化
に
寄
与
す
る
と
論
じ
て
い
た
。
こ
う
し
た
視
点
に
つ
い
て
は
、

マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の
強
力
効
果
論
を
先
取
り
し
て
い
た
こ
と
も
指
摘
さ

れ
て
い
る
。
そ
の
一
方
で
、
扇
動
的
な
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
対
し
て
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は
否
定
的
な
評
価
が
与
え
ら
れ
て
い
た
。
と
い
う
の
も
、
近
代
化
論

で
は
、
概
し
て
脱
政
治
化
さ
れ
た
官
僚
制
国
家
の
建
設
が
途
上
国
に

は
必
要
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
は
政
治
家
に
よ
っ

て
大
衆
の
動
員
に
利
用
さ
れ
る
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
し
て
、
統
治
の
不

安
定
化
要
因
と
と
ら
え
ら
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

　

知
ら
れ
る
よ
う
に
、
近
代
化
論
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
発
展
論

に
対
し
て
は
、
そ
の
後
実
に
多
く
の
批
判
が
加
え
ら
れ
、
そ
れ
ら
は

急
速
に
勢
い
を
失
う
こ
と
に
な
る
。
津
田
君
は
そ
う
し
た
研
究
系
譜

を
た
ど
り
つ
つ
、
文
化
帝
国
主
義
論
や
メ
デ
ィ
ア
帝
国
主
義
論
に
関

し
て
は
、
そ
れ
ら
を
従
属
論
の
範
疇
に
組
み
入
れ
な
が
ら
論
じ
て
い

る
。
そ
し
て
、『
比
較
の
亡
霊
』（
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
・
ア
ン
ダ
ー
ソ

ン
）
に
依
拠
し
な
が
ら
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
発
展
論
の
ナ
シ
ョ

ナ
リ
ズ
ム
の
と
ら
え
方
に
つ
い
て
批
判
を
加
え
て
い
く
。
特
に
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
拡
大
に
よ
っ
て
エ
ス
ニ
ッ
ク
・
マ
イ
ノ
リ

テ
ィ
の
問
題
が
顕
在
化
す
る
問
題
を
重
視
す
る
の
で
あ
る
。

　

第
２
章
「
社
会
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
論
に
お
け
る
ナ
シ
ョ
ナ

リ
ズ
ム
観
」
で
は
、
カ
ー
ル
・
ド
イ
ッ
チ
ュ
の
社
会
的
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
論
を
軸
に
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
問
題
に
関
す
る
検
討
が

行
わ
れ
て
い
る
。
ド
イ
ッ
チ
ュ
は
、「
国
民
共
同
体
を
一
種
の
『
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
シ
ス
テ
ム
』
と
し
て
捉
え
、
情
報
の
流
通
と

い
う
観
点
か
ら
そ
の
形
成
過
程
を
分
析
す
る
こ
と
で
、
独
自
の
ナ

シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
研
究
を
展
開
し
て
い
っ
た
」（
五
五
頁
）
こ
と
で
知

ら
れ
て
い
る
。
ド
イ
ッ
チ
ュ
の
理
論
に
関
し
て
は
、
主
に
ベ
ネ
デ
ィ

ク
ト
・
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
の
視
点
と
比
較
す
る
こ
と
で
検
討
を
加
え
て

い
る
。
そ
こ
で
強
調
し
、
評
価
す
る
の
は
、
ド
イ
ッ
チ
ュ
が
「
エ
ス

ニ
ッ
ク
・
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
運
動
に
よ
る
国
民
形
成
の
『
失
敗
』
を

当
初
か
ら
視
野
に
入
れ
て
い
た
」（
六
五
頁
）
点
で
あ
る
。
そ
の
一

方
で
、
津
田
君
は
「
ド
イ
ッ
チ
ュ
の
理
論
で
は
文
化
が
政
治
的
な
も

の
よ
り
も
高
い
重
要
性
を
与
え
ら
れ
て
お
り
、
後
者
が
前
者
に
与
え

る
影
響
は
視
野
に
入
ら
な
い
」（
七
四
頁
）
と
い
う
評
価
も
下
し
て

い
る
。
そ
の
上
で
、「
政
治
的
な
も
の
」
と
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
的
な
も
の
」
の
交
錯
と
い
う
観
点
か
ら
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
動

態
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。

　

第
３
章
「
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
概
念
の
再
検
討
」
で
は
、
ナ
シ
ョ
ナ

リ
ズ
ム
と
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
と
の
関
係
性
を
探
る
枠
組
み
と
し
て
、
認

識
的
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
理
念
的
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
が
提
示
さ
れ
、

ま
ず
は
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
概
念
の
再
検
討
が
行
わ
れ
て
い
る
。
前
者

は
「
見
ず
知
ら
ず
の
人
々
を
文
化
や
言
語
等
の
共
通
の
属
性
を
有
す

る
…
…
単
一
の
共
同
体
と
見
な
す
認
識
の
枠
組
み
」（
八
五
頁
）、
後

者
は
「（
認
識
的
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
、
引
用
者
）
を
土
台
と
し
つ
つ

何
ら
か
の
政
治
的
主
張
や
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
展
開
す
る
思
想
や
運

動
」（
八
六
頁
）
と
捉
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
二
つ
の
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ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
架
橋
す
る
役
割
を
果
た
す
の
が
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
見
な
さ
れ
て
い
る
（
九
一
頁
、
図
３
│
１

「
認
識
的
／
理
念
的
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
」
参
照
）。
と
い
う
の
も
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
は
、
様
々
な
規
範
を
通
じ
て
理
念
的
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
、

そ
し
て
自
己
認
識
、
あ
る
い
は
他
者
か
ら
の
認
識
を
通
じ
て
認
識
的

ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
構
築
（
あ
る
い
は
再
生
産
）
す
る
機
能
を
担
う

か
ら
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
考
察
を
踏
ま
え
、
津
田
君
は
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
マ
ス

メ
デ
ィ
ア
の
関
係
に
つ
い
て
論
じ
て
い
く
。
そ
こ
で
は
、
社
会
構
築

主
義
、「
日
常
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
」
論
、
メ
デ
ィ
ア
・
イ
ベ
ン
ト

論
と
い
っ
た
諸
理
論
が
参
照
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
結
果
、「
マ
ス
メ

デ
ィ
ア
は
国
益
の
定
義
が
流
動
化
す
る
な
か
で
、
新
た
な
思
想
に
よ

る
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
の
掌
握
を
支
援
し
、
そ
の
影
響
が
政
策
決
定
へ
の
次

元
へ
と
流
れ
込
ん
で
い
く
過
程
に
寄
与
し
う
る
」（
一
一
二
頁
）
と

い
っ
た
興
味
深
い
指
摘
も
行
わ
れ
て
い
る
。

　

第
４
章
「
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
は
肯
定
で
き
る
か
」
で
は
、
社
会
の

構
成
員
の
「
連
帯
と
多
様
化
」
双
方
を
肯
定
す
る
こ
と
か
ら
生
じ
る

「
進
歩
派
の
ジ
レ
ン
マ
」、
お
よ
び
「
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
や
民
主
主
義
、

福
祉
に
と
っ
て
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
重
要
性
を
強
調
す
る
」（
一

一
六
│
一
一
七
頁
）、
規
範
理
論
と
し
て
の
リ
ベ
ラ
ル
・
ナ
シ
ョ
ナ

リ
ズ
ム
論
を
出
発
点
に
考
察
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　

津
田
君
は
こ
の
種
の
問
題
に
関
し
て
、
テ
レ
ビ
が
視
聴
者
の
世
界

観
と
現
実
と
の
間
の
ズ
レ
を
生
み
出
し
、
結
果
と
し
て
不
信
感
を
蔓

延
さ
せ
る
点
に
注
目
し
た
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
影
響
論
に
属
す
る
培
養

理
論
に
注
目
す
る
。
こ
の
理
論
に
関
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
様
々
な
理

論
的
考
察
や
調
査
研
究
が
行
わ
れ
て
き
た
が
、
こ
こ
で
は
「
マ
ス
メ

デ
ィ
ア
は
格
差
の
存
在
を
強
調
す
べ
き
か
否
か
」
と
い
う
問
題
を
設

定
し
、
検
討
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
エ
ス
ニ
ッ
ク
・
マ
イ
ノ
リ

テ
ィ
に
関
す
る
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
報
道
は
、「
容
易
に
ス
テ
レ
オ
タ
イ

プ
や
偏
見
、
差
別
と
結
び
つ
く
」
も
の
の
、
同
時
に
報
道
が
行
わ
れ

な
い
と
「
彼
ら
が
抱
え
る
問
題
は
放
置
さ
れ
る
」
こ
と
に
な
り
（
一

四
五
頁
）、
こ
う
し
た
「
差
異
の
ジ
レ
ン
マ
」
を
克
服
す
る
た
め
に

は
、「
差
異
の
存
在
を
認
め
つ
つ
も
、
そ
の
差
異
の
根
底
に
存
在
す

る
同
一
性
を
い
か
に
し
て
表
象
し
、
信
頼
の
構
築
へ
と
つ
な
げ
る

か
」（
一
四
六
頁
）
が
重
要
な
課
題
と
な
る
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　

第
５
章
「
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
は
福
祉
を
促
進
し
う
る
か
」
で
は
、

社
会
政
策
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
、
そ
し
て
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の
関
係
性

が
分
析
さ
れ
て
い
る
。
ま
ず
、
政
策
形
成
に
お
け
る
言
説
と
ナ
シ
ョ

ナ
リ
ズ
ム
の
役
割
に
関
し
て
理
論
的
考
察
が
行
わ
れ
、
政
策
的
解
決

案
や
プ
ロ
グ
ラ
ム
的
理
念
（
政
策
的
解
決
案
を
枠
付
け
る
理
念
）
が

理
念
的
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
、
そ
し
て
世
界
観
（
政
策
が
依
拠
す
る
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価
値
観
な
ど
の
理
念
）
が
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
や
認

識
的
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
そ
れ
ぞ
れ
対
応
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ

れ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
考
察
を
踏
ま
え
て
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
と
政
策
形
成
の
問

題
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
最
初
に
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の
ア
ジ
ェ
ン
ダ
設

定
機
能
を
中
心
に
検
討
が
行
わ
れ
、「
認
識
的
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
や

ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
整
合
的
な
政
策
案
は
ア
ジ
ェ

ン
ダ
と
し
て
提
起
し
や
す
い
」（
一
六
四
頁
）
こ
と
が
示
さ
れ
て
い

る
。
一
方
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
に
よ
る
世
界
観
の
構
築
と
社
会
政
策
で

は
、「
福
祉
制
度
に
ま
つ
わ
る
社
会
的
学
習
の
導
入
は
…
…
『
支
援

に
値
し
な
い
』
貧
困
者
が
存
在
し
て
い
る
と
い
う
世
界
観
を
（
マ
ス

メ
デ
ィ
ア
な
ど
が
、
引
用
者
）
広
め
て
き
た
」（
一
六
九
頁
）
点
に

注
目
す
る
。
津
田
君
は
こ
の
章
を
終
え
る
に
あ
た
り
、「
政
治
ア
ク

タ
ー
は
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
を
通
じ
て
自
ら
の
政
策
が
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ア

イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
や
認
識
的
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
整
合
す
る
こ
と
を

ア
ピ
ー
ル
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
」（
一
七
一
頁
）
と
い
う
点
を
強

調
し
て
い
る
。

　

第
６
章
「
同
胞
を
疑
う
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
」
で
は
、
国
民
の
間
の

連
帯
構
築
を
阻
害
す
る
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
、「
シ
ニ
ッ
ク
・
ナ
シ
ョ

ナ
リ
ズ
ム
（cynic�nationalism

）」
と
い
う
概
念
が
提
示
さ
れ
て

い
る
。
こ
の
種
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
つ
い
て
は
、
同
胞
に
対
す
る

信
頼
感
が
欠
如
す
る
こ
と
で
生
じ
る
、
否
定
的
な
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ア

イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
に
支
え
ら
れ
た
理
念
的
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
、
と
説

明
さ
れ
て
い
る
（
一
七
六
頁
）。
そ
れ
ゆ
え
シ
ニ
ッ
ク
・
ナ
シ
ョ
ナ

リ
ス
ト
は
、
国
民
共
同
体
の
「
道
徳
的
堕
落
」
を
解
消
す
る
べ
く
歴

史
教
育
を
重
視
し
、「
国
民
の
歴
史
」
の
再
構
築
を
試
み
る
と
い
う

傾
向
を
持
つ
こ
と
に
な
る
。
こ
の
点
に
関
連
し
て
、
津
田
君
は
近
年

の
メ
デ
ィ
ア
環
境
の
急
激
な
変
化
が
、「（
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
関
す

る
、
引
用
者
）
物
語
を
受
け
容
れ
る
層
を
限
定
的
」（
一
九
八
頁
）

に
す
る
点
を
指
摘
す
る
。
同
時
に
「
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
に
よ
る
権
力

批
判
が
往
々
に
し
て
シ
ニ
シ
ズ
ム
を
基
盤
に
し
て
い
る
」（
一
九
九

頁
）
と
い
う
問
題
提
起
も
行
う
。

　

津
田
君
は
、「
重
要
な
の
は
、
画
一
的
な
美
徳
を
学
ば
せ
る
こ
と

で
は
な
く
、
個
々
人
が
物
語
を
通
じ
て
自
己
と
国
民
共
同
体
と
の
結

び
つ
き
を
認
識
す
る
と
い
う
こ
と
」（
二
〇
一
頁
）
で
あ
り
、
さ
ら

に
「
公
正
な
社
会
・
経
済
構
造
が
実
現
す
る
方
向
へ
と
進
め
ば
、
シ

ニ
シ
ズ
ム
の
基
盤
も
切
り
崩
さ
れ
、
開
か
れ
た
国
民
の
物
語
を
語
り

う
る
余
地
は
さ
ら
に
大
き
く
な
る
」（
二
〇
三
頁
）
と
い
う
見
解
を

提
示
す
る
。

　

第
７
章
「
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
は
い
か
に
連
帯
を
構
築
す
る
の
か
」
で

は
、
第
１
章
で
取
り
上
げ
た
「
共
感
」
と
い
う
概
念
に
再
び
着
目
し
、

国
民
的
連
帯
の
構
築
に
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
が
い
か
に
寄
与
し
う
る
の
か
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が
検
討
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
問
題
に
取
り
組
む
に
あ
た
り
、
津
田
君

は
ハ
ン
ナ
・
ア
レ
ン
ト
な
ど
の
学
説
を
参
照
し
な
が
ら
共
感
原
理
に

対
し
て
加
え
ら
れ
て
き
た
批
判
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
る
。
な
お
、

ア
レ
ン
ト
に
と
っ
て
あ
る
べ
き
政
治
の
姿
と
は
、「
多
様
な
人
び
と

が
一
体
化
し
て
し
ま
う
こ
と
な
く
意
見
を
述
べ
合
い
、
各
々
の
卓
越

性
を
競
い
合
う
こ
と
」（
二
一
三
頁
）
と
解
釈
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
の
う
え
で
、「
社
会
的
弱
者
へ
の
共
感
を
喚
起
す
る
う
え
で
マ

ス
メ
デ
ィ
ア
が
紡
ぎ
だ
す
物
語
」（
二
二
一
頁
）
の
重
要
性
を
指
摘

す
る
と
と
も
に
、
そ
の
意
図
せ
ざ
る
帰
結
に
つ
い
て
も
論
じ
て
い
る
。

そ
れ
は
、「
社
会
的
弱
者
へ
の
共
感
を
喚
起
す
る
た
め
に
紡
が
れ
た

物
語
が
…
…
彼
ら
へ
の
バ
ッ
シ
ン
グ
を
招
来
し
て
し
ま
い
か
ね
な

い
」
と
い
う
こ
と
、
そ
し
て
「『
無
力
な
彼
ら
』
と
い
う
客
体
的
存

在
と
し
て
の
表
象
が
、
社
会
的
弱
者
自
身
の
主
体
性
を
損
な
い
、
ひ

い
て
は
尊
厳
を
傷
つ
け
て
し
ま
う
と
い
う
問
題
」
で
あ
る
（
二
二
五

頁
）。
し
か
し
、
津
田
君
が
共
感
に
基
づ
く
連
帯
の
必
要
性
を
軽
視

し
て
い
る
わ
け
で
は
決
し
て
な
い
。
そ
れ
は
、「
新
た
な
連
帯
の
構

築
に
お
い
て
求
め
ら
れ
て
い
る
の
は
…
…
人
び
と
が
果
た
し
て
い
る
、

あ
る
い
は
果
た
そ
う
と
し
て
い
る
様
々
な
役
割
に
焦
点
を
当
て
た
共

感
の
喚
起
で
あ
る
」（
二
三
二
頁
）
と
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
わ

か
る
。
本
章
で
は
さ
ら
に
、
国
民
的
共
同
体
や
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
に
回
収
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
複
合
的
連
帯
の
重
要
性

が
強
調
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　

第
８
章
「
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
排
他
性
は
い
か
に
緩
和
さ
れ
る

か
」
で
は
、
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
お
よ
び
民
主
主
義
と
い
う
観
点
か

ら
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
が
有
す
る
排
他
性
を
緩
和
す
る
た
め
に
マ
ス

メ
デ
ィ
ア
が
果
た
す
べ
き
役
割
に
つ
い
て
の
検
討
が
行
わ
れ
て
い
る
。

歴
史
的
に
見
れ
ば
、
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
の
拡
大
は
国
民
国
家
の
形

成
と
密
接
に
結
び
つ
い
て
き
た
の
は
確
か
で
あ
る
。
し
か
し
、
周
縁

化
さ
れ
て
き
た
エ
ス
ニ
ッ
ク
・
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
人
び
と
が
声
を
上

げ
始
め
る
一
方
で
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
伴
う
国
境
を
越
え
る
人
口
移

動
の
活
発
化
に
よ
り
、
国
民
共
同
体
の
メ
ン
バ
ー
シ
ッ
プ
と
シ
テ
ィ

ズ
ン
シ
ッ
プ
を
行
使
す
べ
き
人
び
と
と
の
間
の
ズ
レ
が
顕
在
化
す
る

よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

　

一
方
で
は
、
国
民
共
同
体
の
メ
ン
バ
ー
シ
ッ
プ
と
シ
テ
ィ
ズ
ン

シ
ッ
プ
を
切
り
離
し
、
後
者
を
行
使
し
う
る
人
び
と
の
範
囲
を
さ
ら

に
拡
大
す
る
べ
き
と
い
う
主
張
が
展
開
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し

か
し
、
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
の
行
使
は
国
民
共
同
体
の
成
員
に
限
定

さ
れ
る
べ
き
だ
と
い
う
声
も
高
ま
り
を
見
せ
て
お
り
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ

ズ
ム
が
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
拡
大
の
障
害
に
も
な
っ
て
き
た
。
こ
こ

で
は
、
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
の
範
囲
を
民
主
主
義
的
に
拡
大
す
る
過

程
で
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
が
い
か
に
そ
れ
を
妨
げ
る
の
か
を
分
析
し
た

う
え
で
、
そ
の
拡
大
を
支
援
す
る
た
め
に
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
が
果
た
し
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う
る
役
割
に
つ
い
て
、
ア
ジ
ェ
ン
ダ
設
定
モ
デ
ル
、
そ
し
て
メ
デ
ィ

ア
多
元
主
義
を
中
心
に
検
討
が
行
わ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
エ
ス
ニ
ッ

ク
・
メ
デ
ィ
ア
に
関
す
る
見
解
が
述
べ
ら
れ
た
う
え
で
、
適
切
な
ア

ジ
ェ
ン
ダ
設
定
に
関
し
て
は
、「『
わ
れ
わ
れ
』
と
『
彼
ら
』
と
い
う

二
分
法
を
越
え
て
、
よ
り
大
き
な
『
わ
れ
わ
れ
』
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
を

設
定
し
、
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
の
問
題
を
『
わ
れ

わ
れ
』
自
身
の
問
題
と
し
て
提
示
す
る
と
い
う
方
向
性
」（
二
六
八

頁
）、
す
な
わ
ち
「
わ
れ
わ
れ
の
再
定
義
」
を
行
う
こ
と
の
必
要
性

が
示
さ
れ
て
い
る
。

　

最
後
に
、
補
論
「
冷
戦
期
米
国
の
マ
ス
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
研

究
に
お
け
る
宣
教
師
的
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
」
で
は
、
第
１
章
で
取
り

上
げ
ら
れ
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
発
展
論
を
取
り
巻
い
て
い
た
政

治
的
文
脈
に
関
す
る
検
討
が
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
発
展
論
の
研
究
者
た
ち
が
発
展
途
上
国
の
ナ
シ
ョ
ナ

リ
ズ
ム
に
つ
い
て
批
判
的
に
論
じ
て
い
な
が
ら
も
、
彼
ら
自
身
の
ナ

シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
観
に
米
国
の
宣
教
師
的
な
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
が
反
映

さ
れ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
津
田
君
は
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
発
展
論
の
（
特
に
米
国
の
）
研
究
者
た
ち
が
、「
マ

ス
メ
デ
ィ
ア
は
『
わ
れ
わ
れ
（
米
国
民
）』
に
は
限
定
的
な
影
響
し

か
与
え
て
い
な
い
が
、『
彼
ら
（
途
上
国
の
人
々
）』
に
は
大
き
な
影

響
を
与
え
る
と
い
う
発
想
が
内
在
し
て
い
た
」（
三
〇
四
頁
）
こ
と
、

す
な
わ
ち
マ
ス
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
論
で
言
う
と
こ
ろ
の
「
第
三

者
効
果
」
を
見
出
し
た
の
で
あ
る
。

３
．
論
文
の
評
価

　

本
論
文
「
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
│
連
帯
と
排
除
の

相
克
│
」
は
、
こ
の
種
の
テ
ー
マ
に
関
し
て
正
面
か
ら
理
論
的
に
探

究
し
た
日
本
で
は
お
そ
ら
く
最
初
の
書
籍
（
論
文
）
だ
と
言
え
る
。

こ
こ
で
言
う
「
最
初
」
と
い
う
意
味
は
、
マ
ス
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
論
に
軸
足
を
置
き
な
が
ら
も
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
関
わ
る
政
治

学
や
社
会
学
の
研
究
成
果
を
数
多
く
参
照
し
、
積
極
的
に
取
り
入
れ

よ
う
と
す
る
、
そ
の
手
法
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
知
ら
れ
る
よ
う
に
、

こ
れ
ま
で
多
く
の
日
本
の
研
究
者
が
こ
の
テ
ー
マ
に
取
り
組
ん
で
き

た
の
は
確
か
で
あ
る
。
し
か
し
、
本
論
文
の
よ
う
に
理
論
的
に
こ
の

水
準
ま
で
本
格
的
に
論
じ
た
も
の
は
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

　

マ
ス
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
論
に
限
っ
て
言
え
ば
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ

ズ
ム
と
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
と
の
関
連
に
つ
い
て
は
、
一
部
の
理
論
志
向

の
強
い
研
究
者
と
メ
デ
ィ
ア
史
研
究
者
に
よ
っ
て
こ
の
領
域
の
研
究

が
進
め
ら
れ
て
き
た
。
特
に
後
者
に
関
し
て
は
、
明
治
期
以
降
の
メ

デ
ィ
ア
、
特
に
新
聞
の
普
及
と
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
問
題
を
中
心
に

数
多
く
の
論
考
が
発
表
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
そ
の
大
部
分
は
近

代
日
本
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
歴
史
的
現
実
を
論
じ
る
こ
と
に
中
心
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を
置
い
て
い
た
た
め
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
関
す
る
諸
理
論
を
積
極

的
に
参
照
し
よ
う
と
し
て
は
こ
な
か
っ
た
。
こ
の
傾
向
は
、
近
年
特

に
注
目
を
集
め
つ
つ
あ
る
「
集
合
的
記
憶
（
あ
る
い
は
国
民
的
記

憶
）
と
メ
デ
ィ
ア
（
あ
る
い
は
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
）」
の
領
域
に
も

あ
て
は
ま
る
。
こ
う
し
た
評
価
を
行
え
る
の
は
、
本
論
文
の
著
者
が

ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
（
あ
る
い
は
マ
ス
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
）、
二
つ
の
研
究
領
域
に
お
い
て
こ
れ
ま
で
著
わ
さ
れ

て
き
た
多
様
な
文
献
や
論
文
を
実
に
丹
念
に
読
み
込
み
、
そ
れ
ら
を

適
切
に
理
解
し
て
き
た
か
ら
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
成
果
が
生
み
出
さ
れ
た
基
盤
に
は
、
本
論
文
の
軸
と
な

る
主
要
概
念
に
関
す
る
周
到
な
説
明
が
存
在
し
て
い
る
。
国
民
共
同

体
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
、
シ
ニ
ッ
ク
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
、
共
感

（
能
力
）、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
、
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ

プ
な
ど
に
関
し
て
、
津
田
君
は
既
存
研
究
を
参
照
し
な
が
ら
、
き
わ

め
て
慎
重
な
説
明
を
行
い
つ
つ
、
理
論
的
な
考
察
に
そ
れ
ら
を
役
立

て
て
い
る
。
そ
れ
が
本
論
文
の
重
厚
さ
に
結
び
つ
い
て
い
る
。
特
に
、

シ
ニ
ッ
ク
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
関
す
る
問
題
提
起
は
興
味
深
く
、

か
つ
貴
重
な
も
の
だ
と
評
価
で
き
る
。
と
い
う
の
も
、
こ
の
種
の
ナ

シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
が
国
民
社
会
の
包
摂
ど
こ
ろ
か
、
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
は

お
ろ
か
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
の
間
に
ま
で
分
断
線
を
引
く
よ
う
に
作
用
す

る
こ
と
を
、
こ
の
概
念
は
鮮
明
な
イ
メ
ー
ジ
と
と
も
に
明
確
に
示
唆

し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
本
論
文
は
、
既
存
研
究
に
十
分
な
注
意
を
払
い
な
が

ら
も
、
同
時
に
独
創
的
な
面
も
備
え
て
い
る
。
そ
の
こ
と
は
、
本
論

文
の
中
で
提
示
さ
れ
た
、
い
く
つ
か
の
図
が
物
語
っ
て
い
る
。
こ
の

点
も
ぜ
ひ
強
調
し
て
お
き
た
い
。
学
術
論
文
に
お
い
て
図
を
用
い
る

こ
と
は
、
自
ら
の
理
論
枠
組
み
を
明
確
に
す
る
と
い
う
効
用
は
あ
る

も
の
の
、
単
純
化
と
い
う
批
判
を
招
く
か
、
あ
る
い
は
図
で
は
示
さ

れ
え
な
い
多
く
の
要
因
の
存
在
を
指
摘
さ
れ
る
こ
と
が
よ
く
あ
る
。

た
だ
し
、
本
論
文
の
場
合
、
例
え
ば
「「
政
治
的
な
も
の
」
と
「
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
的
な
も
の
の
邂
逅
」」（
図
２
│
２
、
七
八
頁
）、

「
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
／
認
識
的
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
、

マ
ス
メ
デ
ィ
ア
、
社
会
政
策
」（
図
５
│
２
、
一
七
二
頁
）、「
シ

テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
の
保
有
者
の
範
囲
」（
図
８
│
１
、
二
四
五
頁
）

に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
津
田
君
の
独
創
的
な
理
論
的
考
察
の
結
果
が

こ
れ
ら
の
図
に
よ
っ
て
明
快
か
つ
説
得
的
に
示
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら

に
は
、
こ
れ
ま
で
何
度
か
言
及
し
て
き
た
が
、
社
会
政
策
、
社
会
的

弱
者
、
エ
ス
ニ
ッ
ク
・
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
と
い
っ
た
、
こ
れ
ま
で
ナ

シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
と
い
う
視
点
か
ら
は
（
特
に
日
本

の
研
究
で
は
）
あ
ま
り
積
極
的
に
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
が
な
か
っ

た
社
会
問
題
に
も
目
を
配
り
、
理
論
的
考
察
を
強
化
す
る
一
助
と
し

て
い
る
点
も
評
価
し
た
い
。
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以
上
述
べ
て
き
た
こ
と
か
ら
、
本
論
文
が
き
わ
め
て
完
成
度
の
高

い
学
術
論
文
で
あ
る
と
い
う
評
価
は
十
分
で
き
る
。

　

本
論
文
に
対
し
て
あ
え
て
批
判
を
加
え
る
な
ら
ば
、
論
文
の
中
に

実
に
多
く
の
理
論
・
モ
デ
ル
、
そ
し
て
先
行
研
究
の
事
例
が
組
み
込

ま
れ
て
い
る
た
め
、
論
文
の
流
れ
が
よ
ど
ん
だ
り
、
迂
回
し
て
い
る

と
い
う
印
象
を
持
つ
部
分
が
散
見
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
こ
と

は
ま
た
、
本
論
文
の
論
旨
や
主
張
を
わ
か
り
に
く
く
し
て
い
る
と
い

う
批
判
に
つ
な
が
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
問
題
点

は
、
こ
れ
ま
で
積
極
的
に
評
価
し
て
き
た
本
論
文
の
重
厚
さ
と
裏
表

の
関
係
に
あ
る
と
言
え
る
。

　

加
え
て
、
よ
り
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
論
に
引
き
つ
け
て
述
べ
る
な
ら

ば
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
理
念
的
・
認
識
的
ナ

シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
の
関
係
図
式
は
従
来
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
論
で
は

あ
ま
り
言
及
さ
れ
て
い
な
い
斬
新
な
図
式
と
い
う
評
価
は
で
き
る
も

の
の
、
や
や
曖
昧
さ
が
残
る
と
い
う
印
象
を
与
え
る
こ
と
は
否
め
な

い
。
そ
れ
は
「
自
覚
的
・
無
自
覚
的
」
と
い
う
客
観
的
に
判
断
す
る

こ
と
が
難
し
い
指
標
を
取
り
入
れ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

冒
頭
で
も
若
干
触
れ
た
が
、
本
論
文
は
当
初
、「
理
論
編
」
と

「
事
例
分
析
編
」
の
二
部
構
成
で
構
想
さ
れ
た
（「
あ
と
が
き
」
参

照
）。
関
連
す
る
研
究
者
と
様
々
な
議
論
を
行
い
、
再
構
成
の
過
程

を
経
て
、
前
者
の
「
理
論
編
」
の
み
を
深
く
掘
り
下
げ
、
完
成
し
た

の
が
本
論
文
で
あ
る
。
と
は
い
え
、
も
ち
ろ
ん
本
論
文
で
も
多
く
の

事
例
に
言
及
が
な
さ
れ
、
検
討
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
近
い
将
来
、

さ
ら
に
本
格
的
に
事
例
分
析
に
焦
点
を
絞
っ
た
「
事
例
分
析
編
」
も

公
表
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
な
さ
れ
る
事
例
分
析
を
つ
う
じ

て
、
本
論
文
の
内
容
に
一
層
の
具
体
的
な
肉
付
け
が
な
さ
れ
、
理
論

的
考
察
が
、
実
証
的
な
分
析
と
相
ま
っ
て
、
一
段
と
明
晰
か
つ
繊
細

に
展
開
さ
れ
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。
本
論
文
で
提
起
さ
れ
た

「
複
合
的
連
帯
」
と
い
う
理
念
や
、「
わ
れ
わ
れ
の
再
定
義
」
に
お
い

て
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
が
果
た
し
う
る
役
割
に
つ
い
て
も
、
そ
う
し
た
研

究
の
進
展
に
よ
っ
て
、
よ
り
具
体
的
か
つ
詳
細
な
議
論
が
展
開
さ
れ
、

当
該
研
究
領
域
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
と
予
想
す
る
こ
と
は
十
分

で
き
る
の
で
あ
る
。

４
．
結
論

　

こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
本
論
文
は
「
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム

と
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
」
と
い
う
研
究
領
域
に
お
い
て
画
期
的
か
つ
き
わ

め
て
優
れ
た
論
文
と
評
価
で
き
る
。
ま
た
、
政
治
学
や
社
会
学
な
ど

の
関
連
領
域
に
対
し
て
も
非
常
に
刺
激
に
満
ち
た
、
完
成
度
の
高
い

論
考
と
評
価
で
き
る
。

　

以
上
の
理
由
か
ら
、
本
論
文
を
博
士
（
法
学
、
慶
應
義
塾
大
学
）

の
学
位
を
授
与
す
る
に
ふ
さ
わ
し
い
論
文
と
評
価
し
、
こ
こ
に
報
告
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す
る
次
第
で
あ
る
。

二
〇
一
八
年
二
月
二
八
日

主
査　

慶
應
義
塾
大
学
法
学
部
教
授　

大
石　
　

裕

法
学
研
究
科
委
員
・
博
士（
法
学
）　　
　
　
　
　

副
査　

慶
應
義
塾
大
学
法
学
部
教
授　

澤
井　
　

敦

法
学
研
究
科
委
員
・
博
士（
社
会
学
）　　
　
　
　
　

副
査　

慶
應
義
塾
大
学
法
学
部
教
授　

塩
原　

良
和

法
学
研
究
科
委
員
・
博
士（
社
会
学
）　　
　
　
　
　

【
お
詫
び
】

　

業
務
担
当
者
の
交
代
に
伴
う
引
き
継
ぎ
の
手
違
い
に
よ
っ
て
、
二
〇

一
六
年
六
月
か
ら
二
〇
一
八
年
二
月
ま
で
の
期
間
に
承
認
さ
れ
た
、

『
法
学
研
究
』
に
本
来
掲
載
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
ま
し
た
博
士
学
位
請

求
論
文
審
査
報
告
の
記
事
が
欠
落
し
て
お
り
ま
し
た
。
法
学
研
究
編
集

委
員
会
を
代
表
し
て
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

未
掲
載
分
は
今
後
四
号
分
ほ
ど
の
誌
面
を
使
っ
て
巻
末
に
収
録
し
て

ま
い
り
ま
す
。
ご
迷
惑
を
お
か
け
い
た
し
ま
し
た
関
係
諸
兄
に
は
ご
寛

恕
の
ほ
ど
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

�

法
学
研
究
編
集
委
員
会
委
員
長　

萩
原
能
久


